
恒
例
の
「
新
春
の
集
い
・
誕
生
会
」
が
１
月

19
日
、
40
名
が
参
加
し
て
市
北
部
の
平
方
山
谷

自
治
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
集
い
」
に
は

新
日
本
婦
人
の
会
越
谷
支
部
コ
カ
リ
ナ
小
組
の

８
名
の
方
が
初
め
て
参
加
。
「
埴
生
の
宿
」

「
森
の
朝
」
の
二
曲
を
演
奏
の
あ
と
「
四
季
の

歌
」
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
の
二
曲
を
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
童
心
に
返
っ
て

大
声
で
歌
い
、
演
奏
者
は
「
歌
が
ビ
ン
ビ
ン
返
っ

て
き
て
、
こ
ん
な
演
奏
は
初
め
て
」
と
、
気
持

い
い
時
間
で
し
た
。
コ
カ
リ
ナ
小
組
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
カ
リ
ナ
：
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
楽
器
を
日
本
で
改
良
。

材
質
と
大
き
さ
で
音
色
が
変
わ
る
。

「
集
い
」
は
担
当
者
が
朝
９
時
に
集
合
。
メ
ニ
ュ
ー

は
ビ
ー
ル
等
の
飲
料
、
炊
き
立
て
の
ま
ぜ
ご
飯
、

豚
汁
、
レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の
サ
ラ

ダ
に
み
か
ん
、
あ
と
は
「
差
し
入
れ
」
に
期
待
。

台
所
で
腕
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
会
場
の
手
配

を
は
じ
め
こ
の
地
域
の
「
集
い
」
に
は
欠
か
せ

な
い
伊
藤
富
子
さ
ん
、
瀬
川
依
子
さ
ん
、
樋
下

君
代
さ
ん
に
宇
佐
見
と
し
子
さ
ん
。

11
時
半
過
ぎ
に
料
理
も
で
き
あ
が
り
、
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
る
こ
ろ
、
参
加
者
が
次
々
参
集
。

差
し
入
れ
を
持
っ
て
き
て
下
さ
る
方
、
特
に
お

新
香
な
ど
の
漬
け
物
は
こ
の
種
の
集
会
に
は
欠

か
せ
な
い
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し
て
味
を
添
え
て
頂

き
ま
し
た
。
大
喜
、
瀬
川
、
伊
藤
（
富
）
、
伊

東
、
足
立
、
和
田
、
吉
田
（
健
）
、
鈴
木
、
樋

下
、
飛
山
の
皆
さ
ん
（
順
不
同･

敬
称
略
）

「
差
し
入
れ
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
集
い
」
は
12
時
に
開
始
。
吉
田
（
健
）
支
部

長
の
挨
拶
と
工
藤
顧
問
の
音
頭
で
「
カ
ン
パ
～

イ
」
。
間
を
置
か
ず
に
冒
頭
の
「
コ
カ
リ
ナ
演

奏
」
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
る
演
奏
に

み
ん
な
が
聞
き
入
り
、
「
ア
ン
コ
ー
ル
」
の
声

と
拍
手
に
会
場
は
「
み
ん
な
歌
う
会
」
。
こ
れ

で
雰
囲
気
は
一
挙
に
和
み
ま
し
た
。

コ
カ
リ
ナ
演
奏
の
後
は
、
恒
例
？
の
平
野
優

子
さ
ん
の
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
。
ひ
ょ
う
き

ん
な
し
ぐ
さ
に
会
場
か
ら
「
合
の
手
」
も
入
っ

て
、
み
ん
な
で
大
笑
い

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。

続
い
て
着
物
姿
の
吉
田

（
健
）
支
部
長
の
踊
り

「
旅
姿
三
人
男
」
、
民

謡
ク
ラ
ブ
の
３
人
（
樋
口
さ
ん
・
中
田
さ
ん
・

宮
田
さ
ん
）
が
「
黒
田
節
」
を
熱
唱
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

間
に
県
議･

市
議
の
挨

拶
を
挟
み
、
出
し
物
の

あ
と
は
全
員
が
一
言
発

言
。
「
毎
日
30
分
以
上

歩
く
」
「
今
年
や
り
た

い
こ
と
」
等
、
健
康
を
中
心
に
抱
負
が
こ
も
ご

も
語
ら
れ
ま
し
た
。

和
田
書
記
次
長
の
司
会
で
長
寿
祝
い
の
ク
イ

ズ
、
そ
の
あ
と
誕
生
月
（
12･

１･

２
月
生
ま
れ
）

の
方
に
か
わ
い
い
生
花
を
贈
呈
、
み
ん
な
で
記

念
写
真
を
撮
っ
て
「
集
い
」
は
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
後
片
付
け
、
午
後

３
時
前
に
全
部
終
了
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
還
暦
な
ど
の
お
祝
い
で
紹
介
が
あ
っ

た
の
は
次
の
通
り
（
基
本
は
数
え
年
）
。

61
歳
…
還
暦

66
歳
…
緑
寿

70
歳
…
古
希
77
歳

…
喜
寿

80
歳
…
傘
寿

88
歳
…
米
寿
90
歳
…
卒

寿

99
歳
…
白
寿

１
０
０
歳
…
百
寿

１
０
８
歳
…

茶
寿

１
１
１
歳
…
皇
寿

（
山
本
）
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私
の
叔
母
（
母
の
妹
）
は
４
年
ほ
ど
前
、
脳

梗
塞
で
倒
れ
脳
の
半
分
が
や
ら
れ
要
介
護
５
で

植
物
人
間
に
な
り
ま
し
た
。
叔
母
は
一
人
で
住

ん
で
お
り
身
寄
り
が
い
な
か
っ
た
の
で
他
の
叔

父
、
叔
母
が
集
ま
り
ま
し
た
。
真
っ
先
に
困
っ

た
の
は
運
ば
れ
た
救
急
病
院
へ
の
支
払
で
す
。

叔
母
は
銀
行
に
預
金
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ー

ド
は
も
っ
て
お
ら
す
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い

と
銀
行
の
預
金
は
子
供
と
い
え
ど
も
お
ろ
せ
ま

せ
ん
。
叔
母
の
銀
行
の
預
金
を
お
ろ
す
た
め
に

は
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
し
て
成
年
後
見
人

に
任
命
し
て
も
ら
う
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
本
人
に
判
断
能
力
が
な
く
家
庭
裁

判
所
が
後
見
人
を
認
め
る
事
を
法
定
後
見
と
い

い
ま
す
。
私
は
叔
母
の
成
年
後
見
人
と
な
り
そ

の
後
の
病
院
の
支
払
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

▼
私
の
母
は
ま
だ
判
断
能
力
は
あ
り
ま
す
が
高

齢
の
た
め
自
分
の
年
金
、
支
払
な
ど
財
産
の
管

理
の
不
安
を
私
に
訴
え
た
た
め
、
５
年
ほ
ど
前

に
公
証
役
場
で
任
意
後
見
契
約
を
結
び
公
正
証

書
に
し
ま
し
た
。
任
意
後
見
と
は
本
人
が
判
断

能
力
の
あ
る
う
ち
に
、
本
人
の
認
知
症
が
進
み

判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
後
見
人
と
し

て
や
っ
て
ほ
し
い
事
（
何
で
も
よ
い
が
通
常
は

財
産
の
管
理
、
施
設
入
所
の
契
約
等
）
を
本
人

の
選
ん
だ
後
見
人
（
子
供
、
親
戚
、
友
人
、
弁

護
士
、
行
政
書
士
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
等
）

と
契
約
（
公
正
証
書
で
）
し
ま
す
。
い
ざ
本
人

の
認
知
が
進
ん
だ
時
に
医
師
の
診
断
書
を
添
え

申
し
立
て
を
し
、
家
庭
裁
判
所
が
承
認
す
れ
ば

任
意
後
見
契
約
は
有
効
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

認
知
症
は
徐
々
に
進
み
ま
す
。
こ
の
た
め
任
意

後
見
契
約
が
有
効
に
な
る
ま
で
は
委
任
契
約
を

し
定
期
的
に
報
告
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。

私
も
母
親
と
委
任
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
▼

身
体
の
介
護
に
つ
い
て
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
施
設
等
私
達
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
利
用
す
る
に
は
金
が
か
か
り
ま
す
が
財
産
の

管
理
は
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
財
産
の
管
理
を

や
っ
て
も
ら
う
に
は
成
年
後
見
制
度
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
越
谷
支
部
は
こ
の
数
年
、
年

に
一
回
成
年
後
見
の
学
習
会
を
し
て
い
ま
す
の

で
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。
（
五
十
嵐
）

大
事
な
成
年
後
見
制
度

誕
生
月
の
皆
さ
ん(

敬
称
略)

五
十
嵐
・
飯
田

新
井
・
三
浦

山
本
・
中
田

和
田
・
鈴
木
・
宮
田

石
山
・
大
久
保

平
野
・

足
立

大
野

樋
口

コ
カ
リ
ナ
演
奏
で
締
ま
っ
た
集
い
に

「
新
春
の
集
い
・
誕
生
会
」
１
月
19
日

平
方
山
谷
自
治
会
館
で

次回の宣伝活動 ３月２２日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口

恒
例
の
「
新
春
の
集
い
・
誕
生
会
」
が
１
月

19
日
、
40
名
が
参
加
し
て
市
北
部
の
平
方
山
谷

自
治
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
集
い
」
に
は

新
日
本
婦
人
の
会
越
谷
支
部
コ
カ
リ
ナ
小
組
の

８
名
の
方
が
初
め
て
参
加
。
「
埴
生
の
宿
」

「
森
の
朝
」
の
二
曲
を
演
奏
の
あ
と
「
四
季
の

歌
」
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
の
二
曲
を
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
童
心
に
返
っ
て

大
声
で
歌
い
、
演
奏
者
は
「
歌
が
ビ
ン
ビ
ン
返
っ

て
き
て
、
こ
ん
な
演
奏
は
初
め
て
」
と
、
気
持

い
い
時
間
で
し
た
。
コ
カ
リ
ナ
小
組
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
カ
リ
ナ
：
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
楽
器
を
日
本
で
改
良
。

材
質
と
大
き
さ
で
音
色
が
変
わ
る
。

「
集
い
」
は
担
当
者
が
朝
９
時
に
集
合
。
メ
ニ
ュ
ー

は
ビ
ー
ル
等
の
飲
料
、
炊
き
立
て
の
ま
ぜ
ご
飯
、

豚
汁
、
レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の
サ
ラ

ダ
に
み
か
ん
、
あ
と
は
「
差
し
入
れ
」
に
期
待
。

台
所
で
腕
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
会
場
の
手
配

を
は
じ
め
こ
の
地
域
の
「
集
い
」
に
は
欠
か
せ

な
い
伊
藤
富
子
さ
ん
、
瀬
川
依
子
さ
ん
、
樋
下

君
代
さ
ん
に
宇
佐
見
と
し
子
さ
ん
。

11
時
半
過
ぎ
に
料
理
も
で
き
あ
が
り
、
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
る
こ
ろ
、
参
加
者
が
次
々
参
集
。

差
し
入
れ
を
持
っ
て
き
て
下
さ
る
方
、
特
に
お

新
香
な
ど
の
漬
け
物
は
こ
の
種
の
集
会
に
は
欠

か
せ
な
い
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し
て
味
を
添
え
て
頂

き
ま
し
た
。
大
喜
、
瀬
川
、
伊
藤
（
富
）
、
伊

東
、
足
立
、
和
田
、
吉
田
（
健
）
、
鈴
木
、
樋

下
、
飛
山
の
皆
さ
ん
（
順
不
同･

敬
称
略
）

「
差
し
入
れ
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
集
い
」
は
12
時
に
開
始
。
吉
田
（
健
）
支
部

長
の
挨
拶
と
工
藤
顧
問
の
音
頭
で
「
カ
ン
パ
～

イ
」
。
間
を
置
か
ず
に
冒
頭
の
「
コ
カ
リ
ナ
演

奏
」
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
る
演
奏
に

み
ん
な
が
聞
き
入
り
、
「
ア
ン
コ
ー
ル
」
の
声

と
拍
手
に
会
場
は
「
み
ん
な
歌
う
会
」
。
こ
れ

で
雰
囲
気
は
一
挙
に
和
み
ま
し
た
。

コ
カ
リ
ナ
演
奏
の
後
は
、
恒
例
？
の
平
野
優

子
さ
ん
の
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
。
ひ
ょ
う
き

ん
な
し
ぐ
さ
に
会
場
か
ら
「
合
の
手
」
も
入
っ

て
、
み
ん
な
で
大
笑
い

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。

続
い
て
着
物
姿
の
吉
田

（
健
）
支
部
長
の
踊
り

「
旅
姿
三
人
男
」
、
民

謡
ク
ラ
ブ
の
３
人
（
樋
口
さ
ん
・
中
田
さ
ん
・

宮
田
さ
ん
）
が
「
黒
田
節
」
を
熱
唱
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

間
に
県
議･

市
議
の
挨

拶
を
挟
み
、
出
し
物
の

あ
と
は
全
員
が
一
言
発

言
。
「
毎
日
30
分
以
上

歩
く
」
「
今
年
や
り
た

い
こ
と
」
等
、
健
康
を
中
心
に
抱
負
が
こ
も
ご

も
語
ら
れ
ま
し
た
。

和
田
書
記
次
長
の
司
会
で
長
寿
祝
い
の
ク
イ

ズ
、
そ
の
あ
と
誕
生
月
（
12･

１･

２
月
生
ま
れ
）

の
方
に
か
わ
い
い
生
花
を
贈
呈
、
み
ん
な
で
記

念
写
真
を
撮
っ
て
「
集
い
」
は
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
後
片
付
け
、
午
後

３
時
前
に
全
部
終
了
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
還
暦
な
ど
の
お
祝
い
で
紹
介
が
あ
っ

た
の
は
次
の
通
り
（
基
本
は
数
え
年
）
。

61
歳
…
還
暦

66
歳
…
緑
寿

70
歳
…
古
希
77
歳

…
喜
寿

80
歳
…
傘
寿

88
歳
…
米
寿
90
歳
…
卒

寿

99
歳
…
白
寿

１
０
０
歳
…
百
寿

１
０
８
歳
…

茶
寿

１
１
１
歳
…
皇
寿

（
山
本
）
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２０１７年

２２５号
２月２２日（水）

私
の
叔
母
（
母
の
妹
）
は
４
年
ほ
ど
前
、
脳

梗
塞
で
倒
れ
脳
の
半
分
が
や
ら
れ
要
介
護
５
で

植
物
人
間
に
な
り
ま
し
た
。
叔
母
は
一
人
で
住

ん
で
お
り
身
寄
り
が
い
な
か
っ
た
の
で
他
の
叔

父
、
叔
母
が
集
ま
り
ま
し
た
。
真
っ
先
に
困
っ

た
の
は
運
ば
れ
た
救
急
病
院
へ
の
支
払
で
す
。

叔
母
は
銀
行
に
預
金
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ー

ド
は
も
っ
て
お
ら
す
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い

と
銀
行
の
預
金
は
子
供
と
い
え
ど
も
お
ろ
せ
ま

せ
ん
。
叔
母
の
銀
行
の
預
金
を
お
ろ
す
た
め
に

は
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
し
て
成
年
後
見
人

に
任
命
し
て
も
ら
う
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
本
人
に
判
断
能
力
が
な
く
家
庭
裁

判
所
が
後
見
人
を
認
め
る
事
を
法
定
後
見
と
い

い
ま
す
。
私
は
叔
母
の
成
年
後
見
人
と
な
り
そ

の
後
の
病
院
の
支
払
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

▼
私
の
母
は
ま
だ
判
断
能
力
は
あ
り
ま
す
が
高

齢
の
た
め
自
分
の
年
金
、
支
払
な
ど
財
産
の
管

理
の
不
安
を
私
に
訴
え
た
た
め
、
５
年
ほ
ど
前

に
公
証
役
場
で
任
意
後
見
契
約
を
結
び
公
正
証

書
に
し
ま
し
た
。
任
意
後
見
と
は
本
人
が
判
断

能
力
の
あ
る
う
ち
に
、
本
人
の
認
知
症
が
進
み

判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
後
見
人
と
し

て
や
っ
て
ほ
し
い
事
（
何
で
も
よ
い
が
通
常
は

財
産
の
管
理
、
施
設
入
所
の
契
約
等
）
を
本
人

の
選
ん
だ
後
見
人
（
子
供
、
親
戚
、
友
人
、
弁

護
士
、
行
政
書
士
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
等
）

と
契
約
（
公
正
証
書
で
）
し
ま
す
。
い
ざ
本
人

の
認
知
が
進
ん
だ
時
に
医
師
の
診
断
書
を
添
え

申
し
立
て
を
し
、
家
庭
裁
判
所
が
承
認
す
れ
ば

任
意
後
見
契
約
は
有
効
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

認
知
症
は
徐
々
に
進
み
ま
す
。
こ
の
た
め
任
意

後
見
契
約
が
有
効
に
な
る
ま
で
は
委
任
契
約
を

し
定
期
的
に
報
告
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。

私
も
母
親
と
委
任
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
▼

身
体
の
介
護
に
つ
い
て
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
施
設
等
私
達
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
利
用
す
る
に
は
金
が
か
か
り
ま
す
が
財
産
の

管
理
は
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
財
産
の
管
理
を

や
っ
て
も
ら
う
に
は
成
年
後
見
制
度
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
越
谷
支
部
は
こ
の
数
年
、
年

に
一
回
成
年
後
見
の
学
習
会
を
し
て
い
ま
す
の

で
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。
（
五
十
嵐
）

大
事
な
成
年
後
見
制
度

誕
生
月
の
皆
さ
ん(

敬
称
略)

五
十
嵐
・
飯
田

新
井
・
三
浦

山
本
・
中
田

和
田
・
鈴
木
・
宮
田

石
山
・
大
久
保

平
野
・

足
立

大
野

樋
口

コ
カ
リ
ナ
演
奏
で
締
ま
っ
た
集
い
に

「
新
春
の
集
い
・
誕
生
会
」
１
月
19
日

平
方
山
谷
自
治
会
館
で

次回の宣伝活動 ３月２２日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口


